＜バイオマス＞TKBIT（つくばバイオマス・ イノベーションタウン）の創造 by 柚山 義人
                   第６回つくば3Eフォーラム会議 
                               （つくば国際会議場） 




















































































































































「バイオマス！使ってどうする Tsukuba のマチ」 
２００８ ． １１ ． ０８ 
 つくばカピオホール 
•つくば市竹園1-B子供会 
 「美しい未来へ飛ぶぞ地球号 燃料もちろんバイオマス！」 
•神室 茜さん 
 「バイオマス 地球に優しく 愛もｍａｓ（増す）」 
•市川敬一郎さん 












乳牛ふん尿 4,416 86 212 36 4,416 100 堆肥化
肉牛ふん尿 11,315 86 621 82 11,315 100 堆肥化
豚ふん尿 14,376 91 425 103 14,376 100 堆肥化
採卵鶏ふん 535 64 67 10 535 100 堆肥化
ブロイラーふん 976 40 123 16 976 100 堆肥化




9,004 90 396 35 9,004 100 焼却によるサーマルリサイクル
大学・研究所の食堂残さ 未調査 75 不明 不明 不明 不明 個別に業者によって処理
学校等給食残さ 256 75 29 2 256 100 焼却によるサーマルリサイクル
保育所給食残さ 78 75 9 1 78 100 焼却によるサーマルリサイクル
病院・介護施設等給食残さ 未調査 79 不明 不明 不明 不明 個別に業者によって処理
1,910 90 76 10 不明 不明 個別に業者によって処理
19,218 50 4,257 11 19,218 100 焼却によるサーマルリサイクル




未調査 0 不明 不明 不明 不明 個別に業者によって処理
給食・食堂等廃食用油 未調査 0 不明 不明 不明 不明 保育所廃食用油は市の回収へ
浄化槽汚泥 15,889 75 176 32 15,889 100 焼却によるサーマルリサイクル
生し尿 7,758 75 403 124 0 0 下水道投入
5,400 15 2,387 2 不明 不明
街路樹剪定枝 1,113 57 249 2 不明 不明 委託業者で廃棄またはチップ化(市では把握なし）
大学・研究所等の剪定枝 未調査 57 不明 不明 不明 不明
大学・研究所等の刈草 未調査 80 不明 不明 不明 不明
公園剪定枝 249 57 56 0 不明 不明
公園刈草 802 80 66 4 不明 不明
家庭剪定枝や落葉 1,820 80 149 8 1,820 100 焼却によるサーマルリサイクル
日本なし剪定枝 85 57 19 0 0 0 未利用
ぶどう剪定枝 9 57 2 0 0 0 未利用
ブルーベリー剪定枝 未調査 57 不明 不明 0 0 畑で燃やしているが，たき火程度。
ゴルフ場刈草 3,300 80 271 15 不明 不明
稲わら 25,014 9 8,422 121 不明 不明 一部飼料(WCS）利用
麦わら 1,642 14 593 10 0 0 鋤込みと考えられる
5,998 9 1,910 17 不明 不明 一部暗渠資材利用
53,100 80 4,885 159 0.15（乾） 不明 焼却による刈芝のサーマルリサイクル
972 57 217 8 0 0 未利用


























































2011  ・バイオマスタウン構想（つくば市バイオマス活用推進計画）作成(未） 
・同上・パブリックコメントの実施と案を修正しての公表（未） 
・バイオマス利活用推進協議会の設立準備（質の高い連携支援の 
  場とする。例えば，つくば環境スタイルセンターの主要部局とする。 














短期（～2013） 中期（～2020） 長期（～2030） 
吸収源の拡充 



































廃食用油の利用 － ＜田-8＞ 

















































































(1)状況報告「藻類バイオマス利用の研究開発」 by 渡邉 信  
(2)提案＆グループ討議＆グループ意見シェア  
  １）「つくば国際戦略総合特区」 by 額賀巳由 
 ２）「地元流通企業からみたビジネス戦略」 by 山内一夫 
 ３）「施設園芸との連携」 by 中野明正 
 ４）第１回グループ代表発表 
    ＊＊＊集合写真撮影＊＊＊ ＊＊＊席替え＊＊＊  ＊＊＊休憩+ポスター＊＊＊ 
 ５）「プロジェクトの育て方と連携技術」 by 島田 敏 
 ６）「知的財産管理」 by 今泉法子 
 ７）「プロジェクトマネジメント」 by 柚山義人 
 ８）第２回グループ代表発表  



















 藻類の屋外大量培養技術の確立に向けた実証実験の推進 H24年度 
 屋外実証プラントの設置 H24年度中 
 藻類産生オイルを活用した公用車の運用（延べ70台） H25～H27年度 

















































































































































〔４〕構想・計画の策定      〔８〕変換施設の規模と地域の空間的なまとまり 






















  計画策定 
































































事業目標          外部条件 
期待される成果          外部条件 
活動 
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20円/kWh → 収入94百万円/年 






  □プロジェクトマネージャー：○○○○（フォローアップまで責任を持てる者） 
  □現場責任者：○○ 
    □アクセル型監査役：○○○○（監事に相当） 

















































































日時： 2012年12月5日（水） 9:00-17:00 

















































Tsukuba Biomass Innovation Town 
 
 様々な活動や技術のコラボで新たな交流と
相乗効果を生み出し，地域にバイオマスあふ
れる夢空間を創造したい。 
